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şirketler）、合資会社（komandit şirketler）、株式会社（anonim şirketler）、株式合資会社（sermâyesi eshâma münkasım 
komandit şirket）、協同組合（kooperatif şirketler）、有限会社（limited şirketler）、商業形態を有する会社（şekl-i ticârîyi 
iktisâp eden şirketler）、特殊会社（husûsî şirketler）であった。
51 上村辰巳「トルコ共和祭の其の夜（1）」『大乗』7/10、1928年、53頁。
52 アジア歴史資料センター（Ref. B09041286500）、外務省外交史料館「在外本邦人経営農場関係雑件」（E-4-3-1-16）。
53 Küçükyalçın, “Ōtani Kōzui ve Yeni Türkiye Cumhuriyeti,” p.184, n.38. 引用されている文書史料は、筆者未見。
54 A. Gündüz Ökçün, 1920-1930 Yılları Arasında Kurulan Türk Anonim Şirketlerinde Yabancı Sermaye, Ankara: Sevinç 
Matbaası, 1971. 同書は株式会社だけでなく、いくつかの有限会社と合名会社も扱っているが、そこにも光瑞の二つ
の会社は見出せない。
55 Düstûr, 3. Tertîp, Cilt 7, pp.1367-69.
56 Düstûr, 2.Tertîp, Cilt 7, Der-sa‘âadet: Matba‘a-i ‘âmire, 1336, pp.142-148. オスマン帝国が第一次世界大戦に参戦（1914
年11月）した直後の1914年12月に制定された。
57 Düstûr, 2.Tertîp, Cilt 7, pp.707-708.
58 上村、前掲「農園生活片 （々2）」71頁。














67 Düstûr, 3. Tertîp, Cilt 8, Ankara: Devlet Matba‘ası, 1946, pp.655-662.
68 『日刊海外商報』1039、1927年12月15日。
69 小幡大使から直接知らされた可能性もあろう。




74 「鵬遊記」403, 406-407, 420-421頁。




























93 Düstûr, 3. Tertîp, Cilt 8, p.660.
94 「日土織物会社業務状況」29-31頁。
95 「日土織物会社業務状況」2-3頁。
96 「日土織物会社業務状況」3-4頁。
97 オスマン民法典（1869-76）が、地域によっては1970年代まで有効であったことについて、大河原知樹「オスマン民
法典（メジェッレ）略史―起草から失効まで」大河原知樹、堀井聡江、磯貝健一『オスマン民法典（メジェッレ）
研究序説』人間文化研究機構プログラム「イスラーム地域研究」東洋文庫拠点、2011年、21-34頁。
